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 第i章序論
 論文内容の要蕎
分数がわからない
もの分数生成実験
必要があることに
の指導内容は変わら
文部科学省の学習
に分数導入学年が一
関する研究がまだ
の基本となる子ど
導入時期を検討す
分けることを暗示
のかを調べる.関連
指定し,さらに「同
の配分先を指定す
対応によると考え
人形や皿のような
について分割概念
 る.そして,子どもの分割行動の
 第2章分数指導の推移
文部科学省の昭和
数の指導内容は変
力表では小学校i
入,そして変動し
がよくわからない
学校図書の小学校
校だけで分数の指
き
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ある.そして,分数の
習詣導要領に従って
分数は小学校2年か
校3年から6年までの
年から6年の3年間に
明記されている昭和
90時間,昭和60年が
容は昭和33年から同
体の指導時間につい
 の指導時間を比較すると,分数指導
 第3章分割実験i
幼稚園のアンケート
ることが分かった.子
行動の調査が必要で
ったところ,連続量と
難しいらしいことが
ける課題に関して,折
問題があることがわ
 ておはじきを使用することにした.
 第4章分割実験2
子どもは暗黙で等し
あるので,実験1で多
る実験を計画した.連
割行動の個別実験を
について調べた.等分
て逆正弦変換法によ
連続量における年齢の
った.年齢と課題の交
で多重解析を行った
 歳にかけて発達すると考え
 第5章分割行動の発達と教育
最も等分割の理解が
を等分する発達の仕
 分割行動の発達過程について分析を試みた.
連続量では第蓋段階か
と「いくつずつ分ける
られる.離散量は数え
くつずつ分ける」に
くつずつ分ける」,
 期が短いか長いかは家庭や幼稚園で
 連続量分割の発達的変化
第i段階では3歳児と
第2段階Aでは分けるが余りを出し,全体性を理
 一i42一
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第2段階Bでは分け
 を分割できない.
第3段階では全体牲
けるが等分でなく
 るようになる.
第准段階では分け
分割するようにな
けることについて受
の大小関係に注目する.そして,7歳で8
 離散量分割の発達的変化
第1段階では4歳児のはじめ頃に,おはじき
第2段階ではいくつ
 区別がっかず,いくつかを取り出す.
 第3段階Aでは包含除を行い,余りを気にしない.
第3段階Bでは包含
 しその後急に減少する.
第4段階では全体性
 ごくわずかで,7歳で50%が等分割するようになる.
 分数教育への提言
4歳から7歳を対象
発達の仕方が異な
けることに関して等
に子どもに分けて
の導入がなされて
いるので,小学校2
り算を学習するが,
 えることに関連して分数を導入できると思われる.
 第6章結論
 本研究は認知心理学と数学教育
(1)
(2)
(3)
(4)
(5)
今後の課題は等分割
 ことである.
約6G年間の文部科
数の導入時期に一
 じであるにもかかわらず
盗歳から7歳までの
 る子どもの行動に違いが見られたことを報告した.
離散量を等しく分け
 ことを明らかにした.
連続量と離散量そ
 みた.
 子どもの分割行動の発達に応じ
 一143一
 論文審査結果の要旨
近年、我が国では基
礎学力の一部をなす
れである「分ける」
 全編6章からなる。
第i章は、序論であ
という自身の教師と
 行動に関する発達研究のレビューを行う
第2章は、我が国に
科書会社の教師用マ
いる。特に、分数の
全体の時間数の減少
 し、これが大学生の分数理解の低下
第3章は、予備的な
究は、内外ともそう
時に自然に前提とさ
ないこと」)が明示
を避け、より自然な
どもが分割に際して
発達に関して示唆に
解していること、ま
なることなど)を与
 量の分割実験と粘土を用いた連
第4章は、分割行動
行に先行するのが一
いる点がある。具体
れが正しいかどうか
際に分けさせるとい
量もその発達に顕著
達することを見出し
離散量の場合、「賛
ないため、実際に分
ことを見出している
第5章では、3・4章
階を経て発達するかを離散量・連続量のそれ
第6章は、全体を概
知見に基づき、現在の
以上要するに、本論
発達を明らかにした
よって、本論文は博士(情報科学)の学位論文と
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